
気軽にはじめられそうなものから

砂防の経験や知識がいるものまで。

実際に砂防ボランティアを体験し

た方等からの声をご紹介します。

【問合せ先】

＜平常時＞砂防施設や
土砂災害危険箇所の点検

＜平常時＞
砂防教室の実施支援

＜平常時＞土砂災害警戒区域等に関わる
住民説明会の実施補助

土砂災害防止法に基づく土砂災害警戒区域等の指定を

推進するため、土砂災害警戒区域等指定に係る住民説明

会において、住民の生命・身体を守るための警戒避難対

策の充実等のソフト対策展開

の必要性等につい

て、自身の経験等

を踏まえて

説明しま

す。

砂防施設の点検や土砂災害危険箇

所の点検を行政と連携して行うこと等

により、効率的な砂防施設の整備や維持管

理の推進を図るとともに、

現場点検等を通じて技術や経

験等の若手技術への伝承を図

ります。

令和3年11月制作

＜災害後＞砂防施設や
土砂災害危険箇所の点検
及び被災地の詳細調査の実施

地域住民等が土砂災害時等に迅速・的確に防災行動等

をとれるよう、砂防教室の実施支援等により、日頃から、

土砂災害の前兆現象や特徴等の土砂災害に関する知識、

身の回りの土砂災害危険箇所等

に関する情報を地域

住民等に周知を図り

ます。

※活動内容は、各砂防ボランティア協会により異なります。

あなたの経験を
活かしてみませんか！

砂防ボランティア全国連絡協議会

会長 亀江 幸二

当協議会は全国で組織されている約70の砂防ボラン
ティア協会により構成されており、事務局を（一財）砂
防フロンティア整備推進機構内に置いて活動しています。
これまで、調査用車両や資機材の各砂防ボランティア協
会への配備、各砂防ボランティア協会主催の技術講習会
等への講師派遣等のサポートを行ってきております。今、
各砂防ボランティア協会は高齢化と人材の確保に大変苦
慮しております。是非砂防ボランティア協会に入会いた
だき、これまで培った経験や知識を地域社会に還元する
ことにより、土砂災害の防止・軽減に取り組んでくださ
い。お待ちしております。

二次被害の防止を図るため、行政からの

要請を受けて、砂防施設や土砂災害危険箇

所等の現地調査、被災地の詳細調査を行い

ます。調査結果については行

政に報告され、同結果に基づ

いてソフト・ハード両面から

の総合的な緊急対策を行うこ

とにより、二次被害の防止・

軽減が図られます。
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【問合せ先】

気軽にはじめられそうなものから

砂防の経験や知識がいるものまで。

実際に砂防ボランティアを体験し

た方等からの声をご紹介します。

【問合せ先】

＜平常時＞砂防施設や
土砂災害危険箇所の点検

＜平常時＞
地域防災力強化への支援活動

＜平常時＞土砂災害警戒区域等に関わ
る住民説明会の実施補助

土砂災害防止法に基づく土砂災害警戒区域等の指

定を推進するため、土砂災害警戒区域等指定に係る

住民説明会において、住民の生命・身体を守るため

の警戒避難対策の充実等の

ソフト対策展開の必

要性等について、

自身の経験等を

踏まえて説

明します。

砂防施設の点検や土砂災害危険箇

所の点検を行政と連携して行うこと等

により、効率的な砂防施設の整備や維持管

理の推進を図ると

ともに、現場点検等を

通じて技術や経験等の

若手技術への伝承を図

ります。

令和5年12月制作

＜災害後＞砂防施設や
土砂災害危険箇所の点検
及び被災地の詳細調査の実施

行政と連携しながら、住民による防災マップづくり

や、地区防災計画、要配慮者施設の避難計画等の作成

へのアドバイスを通じて

、地域の防災力の強化に

つながる取り

組みを支援し

ます。

※活動内容は、各砂防ボランティア協会により異なります。

あなたの経験を
活かしてみませんか！

砂防ボランティア全国連絡協議会

会長 亀江 幸二

当協議会は全国で組織されている約70の砂防ボラン
ティア協会により構成されており、事務局を（一財）砂
防フロンティア整備推進機構内に置いて活動しています。
これまで、調査用車両や資機材の各砂防ボランティア協
会への配備、各砂防ボランティア協会主催の技術講習会
等への講師派遣等のサポートを行ってきております。今、
各砂防ボランティア協会は高齢化と人材の確保に大変苦
慮しております。是非砂防ボランティア協会に入会いた
だき、これまで培った経験や知識を地域社会に還元する
ことにより、土砂災害の防止・軽減に取り組んでくださ
い。お待ちしております。
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【問合せ先】

二次被害の防止を図るため、行政から
の要請受けて砂防施設や土砂災害危険箇所

等の現地調査、被災地の詳細調査を行います。
調査結果については行

政に報告され、同結果に
基づくソフト・ハード両
面からの総合的な緊急対
策を行うことにより、二
次被害の防止・軽減が図
られます。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

  

  
砂防ボランティア活
動に期待！ 

   

福島県砂防ボランティア協会 

会長 大谷 誠二 
  

本協会は土砂災害防止に関するボランティア活動を通して

県民の生命財産を守り、もって県民の福祉に寄与することを

目的として平成９年から活動している団体で、現在１０６名

の方々が在籍しております。土砂災害危険箇所等の点検や防

災教育の一環としての「ふるさと安全たんけんスクール」等

を実施していますので、皆さまの経験や知識を活用いただ

き、共に活動に参加いただけることをお待ちしております。 

  

   

ふるさと安全たんけん
スクールに参加して 

   

福島県砂防ボランティア協会 

桶田 隆司 
  

私が出前講座に参加したのは、令和２年からです。講座内

容は自然災害の講義、土砂災害の模型実験、普段からの心構

えが中心です。講座後の子供たちの感想を聞き、体験型の出

前講座の有効性の重要性を実感しております。近年、大規模

自然災害の頻発に鑑み、「命を守る行動」の実践、講座の繰返

しにより意識高揚が増々重要になっています。皆さんも「自

然災害から身を守る」普及活動に是非ご参加ください。 

  

     

 福島県砂防ボランティア協会活動状況 
 ●ふるさと安全たんけんスクール 

 次世代を担う子供たちに、人的被害の軽減と防災意識の高い人
材の育成を図ることを目的として、県の建設事務所と連携して小
中学生への「ふるさと安全たんけんスクール」（出前講座）を実
施しています。土砂災害の仕組みを模型を用いて実験したり、土
砂災害啓発ＤＶＤを用いて土砂災害から身を守る方法について説
明する等、土砂災害について子供たちにわかりやすく伝える工夫
を行っており、とても好評です。令和５年度においては、小中学
校で50回実施し、参加人数は小中学生２,３５５人、協会員は延
べ２００人が活動しております。そのほか県民向けの防災イベン
トに３回参加しております。 
 
●福島県砂防ボランティア協会通常総会 
 令和５年７月２６日に令和５年度砂防ボランティア協会 
通常総会を行いました。令和元年度より創設された「福島 
県砂防ボランティア協会活動における表彰制度」により、 
令和５年度はふるさと安全たんけんスクール等の啓発活動 
に積極的に参加し、特に功労のあった１名が表彰されまし 
た。また今年度は新規会員として、専門会員５名、賛助会 
員１団体が加入し、全協会員数は専門会員１０６名、賛助 
会員２３団体となっております。 
 

  

 

福島県砂防ボランティア協会 事務局 

〒960-8670 福島県福島市杉妻町 2-16 （福島県土木部砂防課内） 

ＴＥＬ：０２４-５２１-７４９２ ＦＡＸ：０２４-５２１-７７１６ 

  

砂防ボランティア全国連絡協議会・福島県砂防ボランティア協会 



 

 

砂防ボランティア活動のスタートは、平成７年１月に発生した阪神・

淡路大地震まで遡ります。

地震発生後、建設省からの呼びかけにより全国各地から３４６名の砂

防関係技術者が被災地に赴き、１,１００箇所以上の土砂災害危険箇所

を点検し、危険度を判定、その結果を関係機関へ連絡することにより二

次災害防止に大きく寄与しました。組織的に行われた砂防ボランティア

活動は、これが最初と言えます。

砂防ボランティア活動を地域特性に応じて展開した

り、砂防関係の行政組織の支援等を得るためには、そ

れぞれの地域ごとに組織化されることが必要でした。

このため、各都道府県単位または地域ごとに「砂防ボ

ランティア協会」等として組織化が図られました。

令和５年１２月現在、７１団体、６,５２９名の会員数

になっています。

砂防ボランティア全国連絡協議会は、都道府県砂防ボラ
ンティア協会等各地域の砂防ボランティア協会相互の連絡、
情報交換等を行うことにより、砂防ボランティア活動に資
することを目的として平成９年に設立され
たものです。
「斜面判定士」の認定機関であり、事務局
は、(一財)砂防フロンティア整備推進機構
におかれています。

砂防ボランティア協会の設立

砂防関係のボランティア団
体が実施する様々な活動に対

して、平成
１４年度か
ら助成制度
が創設され
ました。

砂防ボランティアの成り立ち 砂防ボランティア全国連絡協議会 砂防ボランティア基金

砂防指定地内で山林管理
活動及び環境学習を実施

砂防ボランティア協会
に入会

砂防技術力の維持・向上
を図ることができます

専門的な資機材・
車両の活用

日常的な砂防ボランティア活動

斜面判定士の
認定・登録

土砂災害防止専門家として
専門的な活動

砂防ボランティア活動等
功労者表彰

砂防施設や土砂災害危険箇所等の点検実施、砂
防ボランティア協会主催の砂防技術講習会の受講
等を通して、砂防技術力の維持・向上を図ること
ができます。

砂防ボランティア協会の構成員のうち、一定以
上の砂防技術を持つ者として所属する砂防ボラン
ティア協会長の推薦に基づき、砂防ボランティア
全国連絡協議会長が
斜面判定士に認定し、
所属する砂防ボラン
ティア協会で斜面判
定士として登録され
ます。

土砂災害時には、行政からの要請により「斜面判

定士」を中心とした砂防ボランティア組織が災害現

場に派遣され、二次被害防止の

ため、土砂災害危険箇所点検、

警戒避難体制への技術的アド

バイス等、土砂災害防止専門

家として活動します。

・砂防教室の実施支援や啓発・広報活動

・土砂災害警戒区域等に関する説明会の実施補助

・砂防施設や土砂災害危険箇所の点検実施

・砂防施設等の美化清掃 等

砂防ボランティア協会に配備された
「土砂災害及び渓流・斜面・砂防施設
状況調査用車両」、「現地調査用資機
材」等が砂防ボランティア活動を支援
します。

土砂災害防止
功労者表彰

砂防ボランティアの活動が評価され土

砂災害防止功労者（団体、個人）として

国土交通大臣から６月に表彰されました。

砂防ボランティア活動情報を
全国へ発信

■砂防ボランティア全国のつどい■
全国の砂防ボランティアが一堂に会し、その

体験を発表しあう

こと等により、ボ

ランティア活動の

情報交換や技術の

研鑽を図るために

毎年６月に開催
します。

砂防ボランティア全国連絡協議会は、

砂防ボランティア活動及び砂防ボラン

ティア団体の運営発展に関して顕著な功

労があり、他の模範として推奨に値する

と認められる個人を平成２５年度から表

彰しています。

令和５年度は４１名が表彰されました。

土砂災害防止に係わる業務に

携わり、培った砂防技術や経験

を砂防ボランティア活動を通じ

て地域社会に還元し、高齢化社

会における個人の生き方のモデ

ルのひとつになります。

※車両・資機材は、各砂防ボランティア協会

により異なります。

令和３年度
特定非営利活動法人

長野県砂防ボランティア協会

（令和５年６月於：富山市）

 


